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表 6-10：タイプ分類別第一テラス（R区、S区、SR区）骨角貝器出土点数
機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 B28:投槍器の留め具(骨製) 7


4.織具 B9：骨製針 55


4.織具 B11：骨製針もしくは留めピンの破


片


171


4.織具 B12：骨製杼 8


4.織具 B15 タイプ(1)：骨製ヘラ 11


4.織具 B15:骨製ヘラ 1


4.織具 B16：骨製孔付きヘラ 7


4.織具 B20：骨製錐(精製) 15


4.織具 B21：骨製錐(粗製) 52


4.織具 B31:針・tupu の未完成品 46


5.装身具 B1：貝製角平型管玉(完成品) 9


5.装身具 B2：貝製平型管玉 11


5.装身具 B5：貝製丸型管玉(完成品) 3


5.装身具 B7：貝製小形玉 8


5.装身具 B8：貝製小形玉　（未完成品） 19


5.装身具 B0,B1,B8 1


5.装身具 B0,B2,B3,B8 1


5.装身具 B0,B1,B2,B5,B6,B7,B8,L22 1


5.装身具 B0,B2,B7,B8 1


5.装身具 B2,B7 1


5.装身具 B7,L22-B 1


5.装身具 B29-C:ペンダント(貝製) 8


5.装身具 B33:極小玉(ビーズ) 7


5.装身具 B10：骨製留めピン 21


5.装身具 B29-B:ペンダント(骨製) 7


6.各種の骨角貝製素材 B32:貝製品の素材 12


6.各種の骨角貝製素材 B30:骨角製品の素材 106


7.特殊器具 B15 タイプ(2)：骨製ヘラ 13


7.特殊器具 B15 タイプ(3)：骨製ヘラ 5


7.特殊器具 B17：骨製凹み形ヘラ 13


7.特殊器具 B18 タイプ(1):骨角製スプーン 2


7.特殊器具 B18 タイプ(2):骨角製スプーン 3


7.特殊器具 B18 タイプ(3):骨角製スプーン 4


7.特殊器具 B19：骨製細形スプーン 4


7.特殊器具 B22：小形骨製リング 1


7.特殊器具 B23 タイプ(1)：骨製管 6


7.特殊器具 B23 タイプ(2):骨製管 6


7.特殊器具 B23:骨製管 1


7.特殊器具 B24:ストロー状骨製管 5


7.特殊器具 B25:刻線付き骨製管 2







7.特殊器具 B27:骨製小板 3


8.その他 B0：分類不可(貝製品） 9


8.その他 B0：分類不可(骨角器） 43


合計 合計 710








表 6-11：タイプ分類別R区骨角貝器出土点数
機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 B28:投槍器の留め具(骨製) 6


4.織具 B9：骨製針 37


4.織具 B11：骨製針もしくは留めピンの破


片


119


4.織具 B12：骨製杼 4


4.織具 B15 タイプ(1)：骨製ヘラ 6


4.織具 B15:骨製ヘラ 1


4.織具 B16：骨製孔付きヘラ 6


4.織具 B20：骨製錐(精製) 11


4.織具 B21：骨製錐(粗製) 42


4.織具 B31:針・tupu の未完成品 36


5.装身具 B1：貝製角平型管玉(完成品) 8


5.装身具 B2：貝製平型管玉 7


5.装身具 B5：貝製丸型管玉(完成品) 2


5.装身具 B7：貝製小形玉 3


5.装身具 B8：貝製小形玉　（未完成品） 14


5.装身具 B0,B1,B8 1


5.装身具 B0,B2,B3,B8 1


5.装身具 B7,L22-B 1


5.装身具 B29-C:ペンダント(貝製) 5


5.装身具 B33:極小玉(ビーズ) 5


5.装身具 B10：骨製留めピン 17


5.装身具 B29-B:ペンダント(骨製) 6


6.各種の骨角貝製素材 B32:貝製品の素材 8


6.各種の骨角貝製素材 B30:骨角製品の素材 68


7.特殊器具 B15 タイプ(2)：骨製ヘラ 6


7.特殊器具 B15 タイプ(3)：骨製ヘラ 2


7.特殊器具 B17：骨製凹み形ヘラ 9


7.特殊器具 B18 タイプ(1):骨角製スプーン 1


7.特殊器具 B18 タイプ(2):骨角製スプーン 1


7.特殊器具 B18 タイプ(3):骨角製スプーン 4


7.特殊器具 B19：骨製細形スプーン 2


7.特殊器具 B22：小形骨製リング 1


7.特殊器具 B23 タイプ(1)：骨製管 5


7.特殊器具 B23 タイプ(2):骨製管 3


7.特殊器具 B23:骨製管 1


7.特殊器具 B24:ストロー状骨製管 5


7.特殊器具 B25:刻線付き骨製管 2


7.特殊器具 B27:骨製小板 1


8.その他 B0：分類不可(貝製品） 8


8.その他 B0：分類不可(骨角器） 29


合計 合計 494












表 6-12：タイプ分類別 S区骨角貝器出土点数
機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 B28:投槍器の留め具(骨製) 1


4.織具 B9：骨製針 18


4.織具 B11：骨製針もしくは留めピンの破


片


50


4.織具 B12：骨製杼 4


4.織具 B15 タイプ(1)：骨製ヘラ 5


4.織具 B16：骨製孔付きヘラ 1


4.織具 B20：骨製錐(精製) 4


4.織具 B21：骨製錐(粗製) 10


4.織具 B31:針・tupu の未完成品 10


5.装身具 B1：貝製角平型管玉(完成品) 1


5.装身具 B2：貝製平型管玉 4


5.装身具 B5：貝製丸型管玉(完成品) 1


5.装身具 B7：貝製小形玉 5


5.装身具 B8：貝製小形玉　（未完成品） 5


5.装身具 B0,B1,B2,B5,B6,B7,B8,L22 1


5.装身具 B0,B2,B7,B8 1


5.装身具 B2,B7 1


5.装身具 B29-C:ペンダント(貝製) 3


5.装身具 B33:極小玉(ビーズ) 1


5.装身具 B10：骨製留めピン 4


5.装身具 B29-B:ペンダント(骨製) 1


6.各種の骨角貝製素材 B32:貝製品の素材 4


6.各種の骨角貝製素材 B30:骨角製品の素材 36


7.特殊器具 B15 タイプ(2)：骨製ヘラ 7


7.特殊器具 B15 タイプ(3)：骨製ヘラ 3


7.特殊器具 B17：骨製凹み形ヘラ 4


7.特殊器具 B18 タイプ(1):骨角製スプーン 1


7.特殊器具 B18 タイプ(2):骨角製スプーン 2


7.特殊器具 B19：骨製細形スプーン 2


7.特殊器具 B23 タイプ(1)：骨製管 1


7.特殊器具 B23 タイプ(2):骨製管 3


7.特殊器具 B27:骨製小板 2


8.その他 B0：分類不可(貝製品） 1


8.その他 B0：分類不可(骨角器） 14


合計 合計 211








表 6-13：タイプ分類別 SR区骨角貝器出土点数
機能グループ 分類 個数


4.織具 B11：骨製針もしくは留めピンの破


片


2


5.装身具 B33:極小玉(ビーズ) 1


6.各種の骨角貝製素材 B30:骨角製品の素材 2


合計 合計 5








表 6-14：タイプ分類別土製品出土点数
機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 D5：投槍器 1


4.織具 D1-P：紡錘車（piriro完成品） 7


4.織具 D1-T：紡錘車（tortero完成品） 73


4.織具 D2：tortero(未完成品) 73


4.織具 D11：土錘（完成品） 2


4.織具 D12：土錘（未成品） 13


4.織具 D1:紡錘車（完成品） 1


5.装身具 D10：土製玉 2


7.特殊器具 D4：ヘラ 3


7.特殊器具 D7：土偶 13


7.特殊器具 D8：スプーン（cuchara） 2


7.特殊器具 D13：ミニチュア土器 3


8.その他 D0：分類不可 22


8.その他 D6：otros(土器具像物の破片) 19


8.その他 D9：土製管 3


合計 合計 237








表 6-15：タイプ分類別南西テラス（H区）土製品出土点数
機能グループ 分類 個数


4.織具 D1-P：紡錘車（piriro完成品） 2


4.織具 D2：tortero(未完成品) 1


5.装身具 D10：土製玉 1


7.特殊器具 D7：土偶 1


8.その他 D0：分類不可 1


合計 合計 6








表 6-16：タイプ分類別第一テラス（R区、S区）土製品出土点数
機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 D5：投槍器 1


4.織具 D1-P：紡錘車（piriro完成品） 5


4.織具 D1-T：紡錘車（tortero完成品） 73


4.織具 D2：tortero(未完成品) 72


4.織具 D11：土錘（完成品） 2


4.織具 D12：土錘（未成品） 13


4.織具 D1:紡錘車（完成品） 1


5.装身具 D10：土製玉 1


7.特殊器具 D4：ヘラ 3


7.特殊器具 D7：土偶 12


7.特殊器具 D8：スプーン（cuchara） 2


7.特殊器具 D13：ミニチュア土器 3


8.その他 D0：分類不可 21


8.その他 D6：otros(土器具像物の破片) 19


8.その他 D9：土製管 3


合計 合計 231








表 6-17：タイプ分類別R区土製品出土点数


機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 D5：投槍器 1


4.織具 D1-P：紡錘車（piriro完成品） 4


4.織具 D1-T：紡錘車（tortero完成品） 43


4.織具 D2：tortero(未完成品) 42


4.織具 D12：土錘（未成品） 1


7.特殊器具 D4：ヘラ 1


7.特殊器具 D7：土偶 8


7.特殊器具 D8：スプーン（cuchara） 1


7.特殊器具 D13：ミニチュア土器 3


8.その他 D0：分類不可 9


8.その他 D6：otros(土器具像物の破片) 5


8.その他 D9：土製管 3


合計 合計 121








表 6-18：タイプ分類別 S区土製品出土点数
機能グループ 分類 個数


4.織具 D1-P：紡錘車（piriro完成品） 1


4.織具 D1-T：紡錘車（tortero完成品） 30


4.織具 D2：tortero(未完成品) 30


4.織具 D11：土錘（完成品） 2


4.織具 D12：土錘（未成品） 12


4.織具 D1:紡錘車（完成品） 1


5.装身具 D10：土製玉 1


7.特殊器具 D4：ヘラ 2


7.特殊器具 D7：土偶 4


7.特殊器具 D8：スプーン（cuchara） 1


8.その他 D0：分類不可 12


8.その他 D6：otros(土器具像物の破片) 14


合計 合計 110








表 6-19：タイプ分類別金属製品出土点数
機能グループ 分類 個数


4.織具 M3：針 6


4.織具 M3 A 型：針 21


4.織具 M3 D 型：針 8


4.織具 M6：針もしくは tupu の破片 8


5.装身具 M4：黄金製垂飾 1


5.装身具 M5：tupu 8


8.その他 M0：分類不可 2


合計 合計 54








表 6-2：タイプ分類別石器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


1.粉砕具 L1：平型粉砕具A 215


1.粉砕具 L2：平型粉砕具B 13


1.粉砕具 L3：杵型粉砕具A 129


1.粉砕具 L5：杵型粉砕具C 8


1.粉砕具 L6：杵型粉砕具D 10


1.粉砕具 L7：圧磨具 39


1.粉砕具 L34：皿型粉砕台 33


1.粉砕具 L36：凹型粉砕台(外面整形有り) 125


1.粉砕具 L37：凹型粉砕台(外面整形なし) 33


1.粉砕具 L45：大形平型粉砕具 2


1.粉砕具 L45タイプ①：大形平型粉砕具 1


1.粉砕具 L45タイプ②：大形平型粉砕具 3


2.狩猟具、伐採具 L31：磨製有溝石斧 20


2.狩猟具、伐採具 L32：棍棒の頭部(磨製) 8


2.狩猟具、伐採具 L42：石球 33


2.狩猟具、伐採具 L48：投槍器 3


2.狩猟具、伐採具 L49：大形礫石器 11


3.工具 L10：グレイバー(彫器) 9


3.工具 L11：ドリル(錐) 1


3.工具 L13タイプ①：サイドスクレーパー 63


3.工具 L13タイプ②：サイドスクレーパー 25


3.工具 L14：デンティクラール 12


3.工具 L33-T：研磨具(板砥石) 19


3.工具 L33-P：研磨具(礫砥石) 193


3.工具 L44：小形敲打具 200


4.織具 L18-P：紡錘車(piruro完成品) 13


4.織具 L18-T：紡錘車(tortero完成品) 14


4.織具 L19-P：紡錘車(piruro未完成品) 9


4.織具 L19-T：紡錘車(tortero未完成品) 5


5.装身具 L20：ペンダント(完成品) 14


5.装身具 L21：ペンダント(未完成品) 9


5.装身具 L22：玉(完成品) 42


5.装身具 L22-B：ビーズ玉(完成品) 4


5.装身具 L23：玉(未完成品) 5


6.各種の石製素材 L16：剥片 549


6.各種の石製素材 L28：円錐状の素材 12


6.各種の石製素材 L29：その他の素材 181


6.各種の石製素材 L41：大形石製品の素材 1


7.特殊器具 L25：彫像 12


7.特殊器具 L30：小容器 2


7.特殊器具 L39：石彫(完成品) 3







7.特殊器具 L40：石彫(未完成品) 2


7.特殊器具 L51：石皿 1


8.その他 L0：分類不可 95


8.その他 L46：カナル入口 2


8.その他 L52：多孔石 1


8.その他（廃棄物） L15：石核 27


8.その他（廃棄物） L17：砕片 724


8.その他（廃棄物） L50：剥片石器の破損品 5


合計 2940








表 6-20：タイプ分類別R区金属製品出土点数
機能グループ 分類 個数


4.織具 M3：針 4


4.織具 M3 A 型：針 11


4.織具 M3 D 型：針 6


4.織具 M6：針もしくは tupu の破片 6


5.装身具 M4：黄金製垂飾 1


5.装身具 M5：tupu 7


8.その他 M0：分類不可 2


合計 合計 37








表 6-21：タイプ分類別 S区金属製品出土点数
機能グループ 分類 個数


4.織具 M3：針 2


4.織具 M3 A 型：針 10


4.織具 M3 D 型：針 2


4.織具 M6：針もしくは tupu の破片 2


5.装身具 M5：tupu 1


合計 合計 17








表 6-22：タイプ分類別遺物出土点数


機能グループ 個数


1.粉砕具 611


2.狩猟具、伐採具 84


3.工具 522


4.織具 641


5.装身具 187


6.各種の素材 869


7.特殊器具 117


8.その他 197


8.その他（廃棄物） 756


合計 3984








表 6-23：タイプ分類別南西テラス（H区）遺物出土点数
機能グループ 個数


1.粉砕具 54


2.狩猟具、伐採具 12


3.工具 36


4.織具 27


5.装身具 6


6.各種の石製素材 24


7.特殊器具 10


8.その他 13


8.その他（廃棄物） 4


合計 186








表 6-24：タイプ分類別第一テラス（R区、S区、SR区）遺物出土点数
機能グループ 個数


1.粉砕具 557


2.狩猟具、伐採具 72


3.工具 486


4.織具 614


5.装身具 181


6.各種の素材 845


7.特殊器具 107


8.その他 184


8.その他（廃棄物） 752


合計 3798








表 6-25：タイプ分類別R区遺物出土点数
機能グループ 個数


1.粉砕具 342


2.狩猟具、伐採具 47


3.工具 252


4.織具 405


5.装身具 131


6.各種の素材 684


7.特殊器具 71


8.その他 97


8.その他（廃棄物） 647


合計 2676








表 6-26：タイプ分類別 S区遺物出土点数


機能グループ 個数


1.粉砕具 212


2.狩猟具、伐採具 24


3.工具 220


4.織具 207


5.装身具 49


6.各種の素材 143


7.特殊器具 36


8.その他 85


8.その他（廃棄物） 64


合計 1040








機能グループ 個数


1.粉砕具 3


2.狩猟具、伐採具 1


3.工具 14


4.織具 2


5.装身具 1


6.各種の素材 18


8.その他 2


8.その他（廃棄物） 41


合計 82


表 6-27：タイプ分類別 SR区遺物出土点数








表 6-3：タイプ分類別南西テラス（H区）石器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


1.粉砕具 L1：平型粉砕具A 18


1.粉砕具 L2：平型粉砕具B 3


1.粉砕具 L3：杵型粉砕具A 14


1.粉砕具 L7：圧磨具 2


1.粉砕具 L34：皿型粉砕台 2


1.粉砕具 L36：凹型粉砕台(外面整形有り) 7


1.粉砕具 L37：凹型粉砕台(外面整形なし) 5


1.粉砕具 L45タイプ①：大形平型粉砕具 1


1.粉砕具 L45タイプ②：大形平型粉砕具 2


2.狩猟具、伐採具 L31：磨製有溝石斧 1


2.狩猟具、伐採具 L32：棍棒の頭部(磨製) 1


2.狩猟具、伐採具 L42：石球 6


2.狩猟具、伐採具 L49：大形礫石器 3


3.工具 L13タイプ①：サイドスクレーパー 1


3.工具 L33-T：研磨具(板砥石) 1


3.工具 L33-P：研磨具(礫砥石) 13


3.工具 L44：小形敲打具 21


4.織具 L18-P：紡錘車(piruro完成品) 1


4.織具 L19-P：紡錘車(piruro未完成品) 1


5.装身具 L20：ペンダント(完成品) 1


5.装身具 L21：ペンダント(未完成品) 1


6.各種の石製素材 L16：剥片 5


6.各種の石製素材 L28：円錐状の素材 1


6.各種の石製素材 L29：その他の素材 10


7.特殊器具 L39：石彫(完成品) 1


8.その他 L0：分類不可 11


8.その他（廃棄物） L17：砕片 4


合計 137








表 6-4：タイプ分類別第一テラス（R区、S区、SR区）石器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


1.粉砕具 L1：平型粉砕具A 197


1.粉砕具 L2：平型粉砕具B 10


1.粉砕具 L3：杵型粉砕具A 115


1.粉砕具 L5：杵型粉砕具C 8


1.粉砕具 L6：杵型粉砕具D 10


1.粉砕具 L7：圧磨具 37


1.粉砕具 L34：皿型粉砕台 31


1.粉砕具 L36：凹型粉砕台(外面整形有り) 118


1.粉砕具 L37：凹型粉砕台(外面整形なし) 28


1.粉砕具 L45：大形平型粉砕具 2


1.粉砕具 L45タイプ②：大形平型粉砕具 1


2.狩猟具、伐採具 L31：磨製有溝石斧 19


2.狩猟具、伐採具 L32：棍棒の頭部(磨製) 7


2.狩猟具、伐採具 L42：石球 27


2.狩猟具、伐採具 L48：投槍器 3


2.狩猟具、伐採具 L49：大形礫石器 8


3.工具 L10：グレイバー(彫器) 9


3.工具 L11：ドリル(錐) 1


3.工具 L13タイプ①：サイドスクレーパー 62


3.工具 L13タイプ②：サイドスクレーパー 25


3.工具 L14：デンティクラール 12


3.工具 L33-T：研磨具(板砥石) 18


3.工具 L33-P：研磨具(礫砥石) 180


3.工具 L44：小形敲打具 179


4.織具 L18-P：紡錘車(piruro完成品) 12


4.織具 L18-T：紡錘車(tortero完成品) 14


4.織具 L19-P：紡錘車(piruro未完成品) 8


4.織具 L19-T：紡錘車(tortero未完成品) 5


5.装身具 L20：ペンダント(完成品) 13


5.装身具 L21：ペンダント(未完成品) 8


5.装身具 L22：玉(完成品) 42


5.装身具 L22-B：ビーズ玉(完成品) 4


5.装身具 L23：玉(未完成品) 5


6.各種の石製素材 L16：剥片 544


6.各種の石製素材 L28：円錐状の素材 11


6.各種の石製素材 L29：その他の素材 171


6.各種の石製素材 L41：大形石製品の素材 1


7.特殊器具 L25：彫像 12


7.特殊器具 L30：小容器 2


7.特殊器具 L39：石彫(完成品) 2


7.特殊器具 L40：石彫(未完成品) 2







7.特殊器具 L51：石皿 1


8.その他 L0：分類不可 84


8.その他 L46：カナル入口 2


8.その他 L52：多孔石 1


8.その他（廃棄物） L15：石核 27


8.その他（廃棄物） L17：砕片 720


8.その他（廃棄物） L50：剥片石器の破損品 5


合計 2803








表 6-5：タイプ分類別R区石器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


1.粉砕具 L1：平型粉砕具A 118


1.粉砕具 L2：平型粉砕具B 5


1.粉砕具 L3：杵型粉砕具A 67


1.粉砕具 L5：杵型粉砕具C 3


1.粉砕具 L6：杵型粉砕具D 3


1.粉砕具 L7：圧磨具 26


1.粉砕具 L34：皿型粉砕台 14


1.粉砕具 L36：凹型粉砕台(外面整形有り) 83


1.粉砕具 L37：凹型粉砕台(外面整形なし) 20


1.粉砕具 L45：大形平型粉砕具 2


1.粉砕具 L45タイプ②：大形平型粉砕具 1


2.狩猟具、伐採具 L31：磨製有溝石斧 14


2.狩猟具、伐採具 L32：棍棒の頭部(磨製) 4


2.狩猟具、伐採具 L42：石球 16


2.狩猟具、伐採具 L48：投槍器 2


2.狩猟具、伐採具 L49：大形礫石器 4


3.工具 L10：グレイバー(彫器) 3


3.工具 L11：ドリル(錐) 1


3.工具 L13タイプ①：サイドスクレーパー 55


3.工具 L13タイプ②：サイドスクレーパー 11


3.工具 L14：デンティクラール 12


3.工具 L33-T：研磨具(板砥石) 15


3.工具 L33-P：研磨具(礫砥石) 92


3.工具 L44：小形敲打具 63


4.織具 L18-P：紡錘車(piruro完成品) 7


4.織具 L18-T：紡錘車(tortero完成品) 9


4.織具 L19-P：紡錘車(piruro未完成品) 7


4.織具 L19-T：紡錘車(tortero未完成品) 3


5.装身具 L20：ペンダント(完成品) 5


5.装身具 L21：ペンダント(未完成品) 6


5.装身具 L22：玉(完成品) 38


5.装身具 L22-B：ビーズ玉(完成品) 3


5.装身具 L23：玉(未完成品) 1


6.各種の石製素材 L16：剥片 495


6.各種の石製素材 L28：円錐状の素材 6


6.各種の石製素材 L29：その他の素材 106


6.各種の石製素材 L41：大形石製品の素材 1


7.特殊器具 L25：彫像 10


7.特殊器具 L30：小容器 2


7.特殊器具 L39：石彫(完成品) 1


7.特殊器具 L40：石彫(未完成品) 1







7.特殊器具 L51：石皿 1


8.その他 L0：分類不可 39


8.その他 L46：カナル入口 1


8.その他 L52：多孔石 1


8.その他（廃棄物） L15：石核 21


8.その他（廃棄物） L17：砕片 621


8.その他（廃棄物） L50：剥片石器の破損品 5


合計 2024








表 6-6：タイプ分類別 S区石器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


1.粉砕具 L1：平型粉砕具A 78


1.粉砕具 L2：平型粉砕具B 5


1.粉砕具 L3：杵型粉砕具A 48


1.粉砕具 L5：杵型粉砕具C 5


1.粉砕具 L6：杵型粉砕具D 7


1.粉砕具 L7：圧磨具 10


1.粉砕具 L34：皿型粉砕台 17


1.粉砕具 L36：凹型粉砕台(外面整形有り) 34


1.粉砕具 L37：凹型粉砕台(外面整形なし) 8


2.狩猟具、伐採具 L31：磨製有溝石斧 5


2.狩猟具、伐採具 L32：棍棒の頭部(磨製) 3


2.狩猟具、伐採具 L42：石球 10


2.狩猟具、伐採具 L48：投槍器 1


2.狩猟具、伐採具 L49：大形礫石器 4


3.工具 L10：グレイバー(彫器) 4


3.工具 L13タイプ①：サイドスクレーパー 5


3.工具 L13タイプ②：サイドスクレーパー 12


3.工具 L33-T：研磨具(板砥石) 3


3.工具 L33-P：研磨具(礫砥石) 86


3.工具 L44：小形敲打具 110


4.織具 L18-P：紡錘車(piruro完成品) 5


4.織具 L18-T：紡錘車(tortero完成品) 5


4.織具 L19-P：紡錘車(piruro未完成品) 1


4.織具 L19-T：紡錘車(tortero未完成品) 2


5.装身具 L20：ペンダント(完成品) 8


5.装身具 L21：ペンダント(未完成品) 2


5.装身具 L22：玉(完成品) 4


5.装身具 L22-B：ビーズ玉(完成品) 1


5.装身具 L23：玉(未完成品) 4


6.各種の石製素材 L16：剥片 34


6.各種の石製素材 L28：円錐状の素材 5


6.各種の石製素材 L29：その他の素材 64


7.特殊器具 L25：彫像 2


7.特殊器具 L39：石彫(完成品) 1


7.特殊器具 L40：石彫(未完成品) 1


8.その他 L0：分類不可 43


8.その他 L46：カナル入口 1


8.その他（廃棄物） L15：石核 6


8.その他（廃棄物） L17：砕片 58


合計 702












表 6-7：タイプ分類別 SR区石器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


1.粉砕具 L1：平型粉砕具A 1


1.粉砕具 L7：圧磨具 1


1.粉砕具 L36：凹型粉砕台(外面整形有り) 1


2.狩猟具、伐採具 L42：石球 1


3.工具 L10：グレイバー(彫器) 2


3.工具 L13タイプ①：サイドスクレーパー 2


3.工具 L13タイプ②：サイドスクレーパー 2


3.工具 L33-P：研磨具(礫砥石) 2


3.工具 L44：小形敲打具 6


6.各種の石製素材 L16：剥片 15


6.各種の石製素材 L29：その他の素材 1


8.その他 L0：分類不可 2


8.その他（廃棄物） L17：砕片 41


合計 77








表 6-8：タイプ分類別骨角貝器資料出土点数
機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 B28:投槍器の留め具(骨製) 8


4.織具 B9：骨製針 57


4.織具 B11：骨製針もしくは留めピンの破


片


181


4.織具 B12：骨製杼 8


4.織具 B15 タイプ(1)：骨製ヘラ 13


4.織具 B15:骨製ヘラ 1


4.織具 B16：骨製孔付きヘラ 7


4.織具 B20：骨製錐(精製) 16


4.織具 B21：骨製錐(粗製) 57


4.織具 B31:針・tupu の未完成品 48


5.装身具 B1：貝製角平型管玉(完成品) 9


5.装身具 B2：貝製平型管玉 11


5.装身具 B5：貝製丸型管玉(完成品) 3


5.装身具 B7：貝製小形玉 8


5.装身具 B8：貝製小形玉　（未完成品） 19


5.装身具 B0,B1,B8 1


5.装身具 B0,B2,B3,B8 1


5.装身具 B0,B1,B2,B5,B6,B7,B8,L22 1


5.装身具 B0,B2,B7,B8 1


5.装身具 B2,B7 1


5.装身具 B7,L22-B 1


5.装身具 B29-C:ペンダント(貝製) 9


5.装身具 B33:極小玉(ビーズ) 8


5.装身具 B10：骨製留めピン 22


5.装身具 B29-B:ペンダント(骨製) 7


6.各種の骨角貝製素材 B32:貝製品の素材 13


6.各種の骨角貝製素材 B30:骨角製品の素材 113


7..特殊器具 B15 タイプ(2)：骨製ヘラ 13


7..特殊器具 B15 タイプ(3)：骨製ヘラ 8


7.特殊器具 B17：骨製凹み形ヘラ 15


7.特殊器具 B18 タイプ(1):骨角製スプーン 2


7.特殊器具 B18 タイプ(2):骨角製スプーン 3


7.特殊器具 B18 タイプ(3):骨角製スプーン 5


7.特殊器具 B19：骨製細形スプーン 6


7.特殊器具 B22：小形骨製リング 1


7.特殊器具 B23 タイプ(1)：骨製管 6


7.特殊器具 B23 タイプ(2):骨製管 6


7.特殊器具 B23:骨製管 1


7.特殊器具 B24:ストロー状骨製管 5


7.特殊器具 B25:刻線付き骨製管 2







7.特殊器具 B27:骨製小板 3


8.その他 B0：分類不可(貝製品） 9


8.その他 B0：分類不可(骨角器） 44


合計 合計 753








表 6-9：タイプ分類別南西テラス（H区）骨角貝器資料出土点数


機能グループ 分類 個数


2.狩猟具、伐採具 B28:投槍器の留め具(骨製) 1


4.織具 B9：骨製針 2


4.織具 B11：骨製針もしくは留めピンの破


片


10


4.織具 B15 タイプ(1)：骨製ヘラ 2


4.織具 B20：骨製錐(精製) 1


4.織具 B21：骨製錐(粗製) 5


4.織具 B31:針・tupu の未完成品 2


5.装身具 B29-C:ペンダント(貝製) 1


5.装身具 B33:極小玉(ビーズ) 1


5.装身具 B10：骨製留めピン 1


6.各種の骨角貝製素材 B32:貝製品の素材 1


6.各種の骨角貝製素材 B30:骨角製品の素材 7


7..特殊器具 B15 タイプ(3)：骨製ヘラ 3


7.特殊器具 B17：骨製凹み形ヘラ 2


7.特殊器具 B18 タイプ(3):骨角製スプーン 1


7.特殊器具 B19：骨製細形スプーン 2


8.その他 B0：分類不可(骨角器） 1


合計 合計 43








クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ神殿神殿神殿神殿とととと道具道具道具道具・・・・工芸品工芸品工芸品工芸品            


－－－－第一第一第一第一テラステラステラステラスおよびおよびおよびおよび南西南西南西南西テラステラステラステラス出土遺物出土遺物出土遺物出土遺物のののの分析分析分析分析－－－－ 


 荒田 恵（総合研究大学院大学） 


  


１１１１．．．．分析分析分析分析のののの目的目的目的目的とととと方法方法方法方法    


 本章では、第一テラス（R区、S区、SR区）および南西テラス（H区）より出土した石器、骨


角貝器、土製品、金属製品の分析に基づいて、クントゥル・ワシ神殿より出土した道具・工芸品


について記述する。 


 はじめに、前章でまとめた分類に基づき、両テラスより出土した石器、骨角貝器、土製品、金


属器などの遺物資料全体について、それぞれのタイプがどのような出土傾向を示すかをみていく


ことにする。 


 次に、各地区の出土傾向の特徴をとらえ、上層から下層までの土層堆積状況が把握できている


グリッドで、時期差がとらえられるかを検証することにする。 


 


２２２２．．．．第一第一第一第一テラステラステラステラスおよびおよびおよびおよび南西南西南西南西テラステラステラステラスよりよりよりより出土出土出土出土したしたしたした遺物資料遺物資料遺物資料遺物資料    


 第一テラスおよび南西テラスより出土した遺物資料は、石器資料が 2940 点、骨角貝器資料が


752点、土製品資料が 237点、金属製品資料が 54点で、合計 3983点である。各遺物資料および


各地区の出土点数内訳は表 1の通りである。 


        


表 6-1：遺物出土点数内訳 


  石器 骨角貝器 土製品 金属製品 合計 


南西テラス H 区 137 43 6 0 186 


R 区 2024 494 121 37 2676 


S 区 702 211 110 17 1040 


SR 区 77 5 0 0 82 
第一テラス 


R区、S区、SR区小計 2803 710 231 54 3798 


合計 2940 753 237 54 3984 


 


  


次に遺物資料ごとにその出土傾向をみていくことにする。 


 


 


 


 


 







２２２２----１１１１．．．．石器資料石器資料石器資料石器資料    


 南西テラスからは 137 点、第一テラスからは 2803 点の石器資料が出土しており、総出土点数は


2940 点であり（表 6-1）、遺物資料のなかで最も出土点数が多い資料である。 


 前章で記述されていたとおり、石器資料は 53 タイプに分類されている。本章で扱う石器資料のタイ


プ別出土数一覧を、機能グループ別にまとめなおしたものが表 6-2 である。 


 図 6-1 から分かるように、第一テラスおよび南西テラスから出土した石器資料のなかでは、石


製品の素材および廃棄物に分類されるものが最も多く、全体における出土割合はそれぞれ 25％を


占め、両方合わせると 50％にも及ぶ。次いで道具類の粉砕具が 21％、工具が 18％と出土割合が


高くなっているのが分かる。しかし、その他の道具類である 2.戦闘具、狩猟具、伐採具の出土割


合は 3％、織具は 1%とその出土割合は極端に低い。装身具および儀礼の際に使用された可能性が


考えられる特殊器具などの製品類も出土割合が低く、両方合わせても 4％にとどまる。これらの


ことをまとめると、石器資料においては道具類、製品素材、廃棄物の出土割合が高いということ


がいえる。 


 


 


それでは、出土場所によってその出土割合に変化がみられるか否かを検証するために、各テラ


スあるいは各地区の出土傾向をみていくことにする。 


 


 


 


 


 


図 6-1：石器出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----１１１１----１１１１．．．．南西南西南西南西テラステラステラステラス（（（（HHHH区区区区））））    


 南西テラスからは 137点の石器資料が出土した。表 6-3およびそれをまとめた図 6-2 から、H


区では粉砕具あるいは工具などの道具類の出土割合がそれぞれ 40％と 26％と非常に高く、2.戦闘


具、狩猟具、伐採具および織具を合わせると、全体に占める道具類の割合は実に 75％におよんで


いることが分かる。 


一方、石器資料全体では出土割合が高かった素材および廃棄物の出土割合は低く、それぞれ


12％と 3％にとどまり、双方合わせても 15％と低くなっている。装身具および特殊器具などの製


品類にいたってはそれぞれ 1％で、両方合わせても 2％にしか満たない。 


 以上のように、道具類の出土割合が非常に高いことが H区出土石器資料の特徴といえる。 


 


 


 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


図 6-2：H 区石器出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----１１１１----２２２２．．．．第一第一第一第一テラステラステラステラス（（（（RRRR区区区区、、、、SSSS区区区区、、、、SRSRSRSR区区区区））））    


 第一テラスより出土した石器資料は 2803 点で、その出土傾向は、石器資料全体の出土傾向と


類似している（図 6-3）。廃棄物の出土割合が 27％と一番高く、次いで素材の出土割合が 26％と


高く、両方合わせると 53％におよぶ。粉砕具から織具までの道具類の割合は、それぞれ、20％、


2％、17％、1％となっており、全体に占める道具類の割合は 40％である。 


このように石器資料全体と出土傾向が類似しているのは、第一テラスより出土した石器資料数


が多いことに依る。 


 


 


第一テラスは R 区、S 区、SR 区の３地区に分けられ、大基壇に上るための大階段に向かって


右手が R区、左手が S区、R区と S区の間の大階段正面部分が SR区となっている。 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 6-3：第一テラス（R 区、S 区、SR 区）石器出土割合（機能グループ別） 
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２２２２----１１１１----３３３３．．．．RRRR区区区区    


 R 区より出土した石器資料は 2024 点であり、その出土傾向は、第一テラスよりさらに廃棄物


および素材の出土割合が高く、それぞれが全体の 32％と 30％を占め、両方合わせると 62％にも


およぶ。廃棄物および素材の出土割合が高くなった分、道具類の出土割合が低くなり、粉砕具が


40％、狩猟具、伐採具が 2％、工具が 12％、織具が 1％で、全部合わせても 32％にとどまる。 


 装身具および特殊器具などの出土割合はそれぞれ 3％と 1％であり、それほど変化がみられない。 


   


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  


図 6-4：R 区石器割合（機能グループ別：全体）
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２２２２----１１１１----４４４４．．．．SSSS区区区区    


 S区より出土した石器資料は 702点で、その出土傾向は R区とは異なる。粉砕具および 3.工作


具の出土割合がそれぞれ 30％、31％と高く、粉砕具から織具までの道具類の出土割合は合わせて


69％にも及ぶ。 


 一方、R区では出土割合が高かった素材および廃棄物は、それぞれ 15％と 9％と出土割合が低


く、両方合わせても 24％にとどまっている。 


 図 6-4、6-5からも R区と S区で出土傾向が異なることは明らかである。  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 6-5：S 区石器出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----１１１１----５５５５．．．．SRSRSRSR区区区区    


 ほぼ大階段前の半地下式方形広場に相当する SR区より出土した石器資料は 77点で、そのうち


の 53％が廃棄物である。次いで素材の出土割合が 21％と高く、両方合わせると 71％におよぶ。 


 一方で道具類の出土割合は極端に低く、粉砕具が 4％、狩猟具、伐採具が 1％、工具が 18％で、


出土割合は全部合わせても 23％にとどまる。 


 R区および S区とも、出土傾向が異なる。 


 


 石器資料に関しては、地区によって出土傾向が異なることがわかる。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 6-6：SR 区石器出土割合（機能グループ別：全体）
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２２２２----２２２２．．．．骨角貝器資料骨角貝器資料骨角貝器資料骨角貝器資料    


 南西テラスからは 43 点、第一テラスからは 710 点の骨角貝器資料が出土しており、総出土点数は


753 点であり（表 6-１）、石器資料に次いで出土点数が多い資料である。 


 前章で記述されていたとおり、骨角貝器資料は 34 タイプに分類されている。本章で扱う石器資料


のタイプ別出土数一覧を、機能グループ別にまとめなおしたものが図 6-7 である。 


 図 6-7 からわかるように、骨角貝器資料のなかでは織具の出土割合が極めて高く、全体の 51％を


占めている。骨角貝器資料のなかで道具類に相当するのは、狩猟具、伐採具および織具であるが、


狩猟具、伐採具に相当するのはタイプ B28：投槍器の留め具のみであり、出土割合も 1％ときわめて


低い。 


 石器資料よりも、装身具および特殊器具など製品類の出土割合が高く、それぞれが全体に占める


割合は、14％と 10％である。 


 また、素材の出土割合は石器資料ほど高くなく、全体の 17％にとどまる。 


 貝は装飾品以外に用いられることはなく、それ以外は全て骨角製のものである。 


 


 


それでは、石器資料同様、出土場所によってその出土割合に変化がみられるか否かを検証する


ために、各テラスあるいは各地区の出土傾向をみていくことにする。 


 


 


図 6-7：骨角貝器出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----２２２２----１１１１．．．．南西南西南西南西テラステラステラステラス（（（（HHHH区区区区））））    


 南西テラスより出土した骨角貝器資料は 43点であり、そのうちの 51％が織具である。 


装身具の出土割合は 7％と半減しているが、特殊器具の出土割合は 19％と増加している。 


 このように、骨角貝器資料全体と若干の差異はあるものの、出土傾向はほとんど変わらないと


いってよい（図 6-8）。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 8：H 区骨角貝器出土割合（機能グループ別：全体） 


4.織具 
51% 


5.装身具 
7% 


6.各種の骨角貝製素


材 
19% 


7.特殊器具 
19% 


8.その他


2% 


2.狩猟具、伐採具 
2% 


 


 


 


 


 


 







２２２２----２２２２----２２２２．．．．第一第一第一第一テラステラステラステラス（（（（RRRR区区区区、、、、SSSS区区区区、、、、SRSRSRSR区区区区））））    


 第一テラスより出土した骨角貝器資料は 710点であり、織具が全体に占める割合は 51%と、骨


角貝器資料全体および南西テラスと比較しても出土傾向に差異はみられない。 


 


 


 南西テラスおよび第一テラスのあいだでは出土傾向がほぼ同じであったが、第一テラス内で変


化がみられるか否かを検証する。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 6-9：第一テラス（R 区、S 区、SR 区）骨角貝器出土割合（機能グループ別） 
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２２２２----２２２２----３３３３．．．．RRRR区区区区    


 R区より出土した骨角貝器は 494点であり、そのうちの 54％が織具である。 


 装身具および特殊器具が全体に占める割合は、それぞれ 14％と 7％で、第一テラスの出土傾向


とほぼ同様である。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 6-10：R 区骨角貝器出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----２２２２----４４４４．．．．SSSS区区区区    


 S区より出土した骨角貝器は 211点で、織具が全体に占める出土割合は 49％と、R区に比べて


若干低くなる。6.素材および特殊器具の出土割合がそれぞれ 19％12％と、と R区よりも高くなっ


ているが、出土傾向にはそれほど大きな差異はみられない。 


 


 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


図 6-11：S 区骨角貝器出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----２２２２----５５５５．．．．SRSRSRSR区区区区    


 SR区より出土した骨角貝器資料は 5点のみである。 


 SR区の出土傾向は図 6-12のようになるが、出土点数が少ないため参考にならないと思われる。 


 


 


 


 石器資料とは異なり、骨角貝器資料では地区によって出土傾向に差はみられない。 


 


 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


図 6-12：SR 区骨角貝器出土割合(機能グループ別：全体） 
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２２２２----３３３３．．．．土製品資料土製品資料土製品資料土製品資料    


 南西テラスからは 6 点、第一テラスからは 231 点の土製品資料が出土しており、総出土点数は 237


点である（表 6-１）。 


 前章で記述されていたとおり、土製品資料は 16 タイプに分類されている。本章で扱う土製品資料


のタイプ別出土数一覧を、機能グループ別にまとめなおしたものが表 6-14 および図 6-13 である。 


 図 6-13 からわかるように、骨角貝器資料同様、織具の出土割合が極めて高く、全体の 71％を占め


ている。土製品資料のなかで道具類に相当するのは、狩猟具、伐採具および織具であるが、狩猟具、


伐採具に相当するのはタイプ D5：投槍器みであり、出土割合は 1％にも満たない。 


 製品に分類される装身具および特殊器具など製品類の出土割合は、それぞれ 1％と 9％である。


素材の出土割合は石器資料ほど高くなく、全体の 17％にとどまる。 


 全体の 4 分の 3 弱を織具が占めている点が土製品資料の出土傾向の特徴である。 


 


 


 


石器資料および骨角貝器資料同様、出土場所によってその出土割合に変化がみられるか否かを


検証するために、各テラスあるいは各地区の出土傾向をみていくことにする。 


 


 


 


 


 


 


 


図 6-13：土製品出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----３３３３----１１１１．．．．南西南西南西南西テラステラステラステラス（（（（HHHH区区区区））））    


 南西テラス（H区）より出土した土製品は 6点のみであるため、その出土傾向はほとんど参考


にならないと考えられるが、織具が全体の 49％を占め、一番出土割合が高い点では、土製品資料


全体と同じである。 


 


 


 


２２２２----３３３３----２２２２．．．．第一第一第一第一テラステラステラステラス（（（（RRRR区区区区およびおよびおよびおよび SSSS区区区区））））    


 第一テラスより出土した土製品資料は 231点であり、土製品資料のほとんどが第一テラスより


出土している（表 6-1）。そのため、織具が全体の 72％を占めている点、装身具および特殊器具が


全体に占める割合がほぼ同じであり、土製品資料全体の出土傾向と比較しても差異はみられない。 


 


 


 


図 6-14：H 区土製品出土割合（機能グループ別：全体） 
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図 6-15：第一テラス（R 区、S 区）土製品出土割合（機能グループ別） 
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２２２２----３３３３----３３３３．．．．RRRR区区区区    


 R区より出土した土製品資料は 121点で、織具は全体の 74％を占める。装身具が出土していな


いものの、R 区の出土傾向は、第一テラスと比較してもそれほど差異はみられず、同様の出土傾


向を示すといえる。 


 


 


２２２２----３３３３----４４４４．．．．ＳＳＳＳ区区区区    


 S 区より出土した土製品は 110点で、R 区とそれほど差がない。出土傾向は、織具が全体に占


める割合が 69％と少し減少しているものの、装身具は 1％、特殊器具は 6％で、R 区の出土傾向


と比較しても大きな差はみられない。 


 


図 6-16：R 区土製品出土割合（機能グループ別：全体） 
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図 6-17：S 区土製品出土割合（機能グループ別：全体） 
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 骨角貝器資料同様、土製品資料の出土傾向は地区によって大きな差がみられず、織具の出土割


合が非常に高い。 


 


 


    


２２２２----４４４４．．．．金属製品資料金属製品資料金属製品資料金属製品資料    


 金属製品資料は南西テラスからの出土例はなく、第一テラスの R 区および S 区より出土するだけで


ある。出土した金属製品資料は総数 54 点である（表 6-１）。 


 前章で記述されていたとおり、金属製品資料は 6 タイプに分類されている。本章で扱う金属製品資


料のタイプ別出土数一覧を、機能グループ別にまとめなおしたものが表 6-19 および図 6-18 である。 


 図 6-18 からわかるように、大基壇下のテラスより出土する金属製品資料は、織具および装身具の


みである。骨角貝器資料および土製品資料同様、織具の出土割合が極めて高く、全体の 79％を占


めている。金属製品資料のなかで道具類に相当するのは、織具のみである。 


 装身具が全体に占める割合は 17％にとどまる。 


  


 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


図 6-18：金属製品出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----４４４４----１１１１．．．．RRRR区区区区    


 R区より出土した金属製品は 37点で、金属製品資料全体と比較すると、織具が全体に占める割


合は 73％と若干減少している。いっぽう、装身具の出土割合は 22％と高くなっている。 


 


    


    


２２２２----４４４４----２２２２．．．．SSSS区区区区    


 S区より出土した金属製品は 17点で、R区よりも織具の出土割合が高く 94%にもおよぶ一方、


装身具の出土割合は 6％にとどまる。 


 


 


図 6-19：R 区金属製品出土割合（機能グループ別：全体） 
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図 6-20：S 区金属製品出土割合（機能グループ別全体） 


4.織具 
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 R区と S区で織具と装身具の出土割合が異なるなめ、金属製品資料は地区によって出土傾向が


異なるといえる。 


 


 それでは、石器、骨角貝器、土製品、金属製品の全ての遺物資料を機能グループごとでまとめ


ると、どのような出土傾向がみられるかを次項でみていくことにする。 


  


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    







    


    


２２２２----５５５５．．．．全遺物資料全遺物資料全遺物資料全遺物資料    


 南西テラスおよび第一テラスからは出土した遺物資料の総点数は 3984 点である（表 6-1）。先述し


たように、石器、骨角貝器、土製品、金属器の全ての遺物資料を機能グループ別でまとめたものが


表 6-22 および図 6-21 である。 


極端に出土量が多いものがないという点が 遺物全体の出土傾向の特徴である。 


粉砕具から織具の道具類が全体に占める割合は 46％で、それぞれ 15％、2％、13％、16％となっ


ており、狩猟具、伐採具以外は、出土割合にそれほど差がみられない。 


 製品素材および廃棄物はそれぞれ 22％と 19％で、他のものより若干出土割合が高い。 


製品類の装身具および特殊器具の出土割合はそれぞれ 5％と 3％で、両方合わせても 8％にとどま


る。 


 これらをまとめると、道具類の出土割合が 46％と一番高く、次いで、製品素材および廃棄物の


出土割合が高くなっており、製品類の出土割合は 8％と低い。つまり、このことは当遺跡で何ら


かの製作活動が行われていたという傍証であり、形成期後期の「神殿」遺跡において製作活動が


行われていた可能性を裏付けるものである。  


 


 


 


 


図 6-21：遺物資料出土割合（機能グループ別：全体） 
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 しかし、これらの遺物資料の解釈においては留意が必要である。 


 これらの遺物資料は、それらが出土した場所で行われていた活動の痕跡であるとはいえない。


それは当遺跡の形成過程と関わる問題である。つまり、遺物を包含している土がどこから運ばれ


てきたのか、という問題である。本章の場合でいうと、南西テラスおよび第一テラスを造成した


際に、どこから土が運ばれてきたのか、ということである。 


 なぜ、このようなことを問題にするかというと、遺物を分析する際に、その出土コンテクスト


が重要になってくるからである。南西テラスおよび第一テラスでは、床面を把握するのが非常に


困難であったため、ほとんどの遺物が包含層でとりあげられている。そのため、ここから出土し


た遺物は、運ばれてくる以前の場所で行われていた活動および南西テラスおよび第一テラスで行


われていた活動の双方の痕跡を示しているといえる。  


 また、クントゥル・ワシ遺跡の大基壇上においては、半地下式広場を新設する際、同時に基壇


もつくられていたと考えられている。具体的にいうと、半地下式広場をつくるためにある場所を


掘りくぼめ、その際掘り起こされた土壌で新しい基壇を築いたと考えられている。この遺跡形成


の特徴のため、遺物を含んでいる土は自然に堆積することがなく断続的に撹乱されていたといえ


る。そのため、遺物の時期差を厳密に追うこともまた困難であると考えられる。 


  


これまでみてきた石器、骨角貝器、土製品、金属製品資料の出土傾向により、石器および金属


製品資料においては、地区により出土傾向に差がみられることがわかっている。そこで次に、こ


れらの全遺物資料では地区によりその出土傾向にどのような差異があるかをみていく。 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    







２２２２----５５５５----１１１１．．．．南西南西南西南西テラステラステラステラス（（（（HHHH区区区区））））    


 南西テラスより出土した遺物の総点数は 186点で、道具類は全体の 70％を占めている。そのな


かでも粉砕具が全体の 30％を占めており、出土割合の高さが際立っている。装身具および特殊器


具の製品類の出土量は 8％にとどまり、それほど変化はみられないが、素材が 13％と減少し、廃


棄物にいたっては 2％と低い値である。 


 南西テラスの出土傾向にみられる変化は、石器資料における変化を反映したものであるが、南


西テラスの遺物資料の出土傾向としては、道具類の出土割合が非常に高く、廃棄物の出土量が極


端に少ないということがいえる。資料がもつ限界から断定は出来ないが、南西テラスおよび南西


テラス側の大基壇上では粉砕具、工具、織具を使用した活動が行われていた推定することが出来


るのである。また、特殊器具は儀礼の際に用いられた可能性が考えられるため、儀礼に関する活


動も行われていたかもしれない。 


 廃棄物に分類されているものは、石器資料のタイプ分類 L17：砕片であり、今のところこれは


剥片石器を製作する際に出た廃棄物と考えている。そのため、廃棄物の出土量が少ないというこ


とは、剥片石器の製作に関する石器資料が少ないということを示している。 


 


 


 


    


    


    


    


    


    


図 6-22：H 区遺物出土割合（機能グループ別） 
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２２２２----５５５５----２２２２．．．．第一第一第一第一テラステラステラステラス（（（（RRRR区区区区、、、、SSSS区区区区、、、、SRSRSRSR区区区区））））    


 3984点出土した遺物資料のうち、第一テラスより 3798点の遺物資料が出土しているため、そ


の出土傾向は全遺物資料の出土傾向とほぼ同じである。 


 粉砕具から織具の道具類が全体に占める割合は 46％であり、素材は 21％、廃棄物は 20％の割


合を占めている。 


 南西テラスと比較すると、素材および廃棄物の出土割合が高くなっている。このことは、第一


テラスおよび第一テラス側の大基壇上では、南西テラスおよび南西テラス側の大基壇上よりもさ


らに活発な製作活動が行われていた可能性を示している。 


廃棄物に分類されているものは、石器資料のタイプ分類 L17：砕片であり、今のところこれは


剥片石器を製作する際に出た廃棄物と考えている。つまり、廃棄物の出土量が多いということは、


それだけ大量の剥片石器を製作しようとした可能性を示している。それは遺跡を拡張する際に使


用された剥片石器を製作する際の廃棄物として造成土で埋められたとものと考えられ、間接的に


遺跡が拡張されたことを裏付ける資料である可能性も考えられる。 


また、出土割合が低いものの特殊器具が出土しているため、儀礼に関した活動が行われた可能


性も指摘できる。 


 


 


 


    


    


    


    


    


    


    


図 6-23：第一テラス(R 区、S 区、SR 区）遺物出土割合（機能グループ別） 
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２２２２----５５５５----３３３３．．．．RRRR区区区区    


 R区より出土した遺物資料は 2676点であり、全遺物資料の 67％におよぶ。そのため、全遺物


資料および第一テラスの出土傾向と比較しても、大きな差異はみられない。 


 したがって、R区および R区側の大基壇上に関しては、２-５-２とほぼ同じ見解が得られる。 


 


 


 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


図 6-24：R 区遺物出土割合（機能グループ別） 
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２２２２----５５５５----４４４４．．．．SSSS区区区区    


 S区より出土した遺物資料は 1040点であり、遺物資料全体の約 4分の 1に相当する。 


R区とは出土傾向が異なり、H区と同様な出土傾向を示す。 


 H 区ほどではないが、道具類の出土割合は全体の 64％を占め、高い値を示している。狩猟具、


伐採具以外の出土割合はほぼ同じである。したがって、S区および S 区側の大基壇上では、粉砕


具、工具、織具を使用した活動が同じ割合で行われていた可能性が指摘できる。 


 廃棄物の出土量が少ないことは、剥片石器の製作がそれほど行われなかったことを物語ってい


る。工具のなかでもタイプ分類 L33：研磨具および L44：小形敲打具の出土量が多く、それぞれ


が全体に占める割合は 12％と 16％である。 


 つまり、製品素材を研磨あるいは敲打することによって、何らかの製品を製作していた可能性


が示されるのである。 


 また、特殊器具が出土することから、儀礼に関する活動が行われていた可能性も考えられる。 


 


 


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


図 6-25：S 区遺物出土割合（機能グループ別：全体） 
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２２２２----５５５５----５５５５．．．．SRSRSRSR区区区区    


 SR区から出土した遺物資料は 82点であり、そのほとんどが石器資料である。そのためその出


土傾向は、若干数の織具および装身具が加わった以外は、石器資料のものと非常に類似している。 


 廃棄物の出土割合が 51％と極めて高く、次いで素材が 22％と続く。道具類は全体の 24％にと


どまり、なかでも工具の出土割合が 17％と際立っている。 


 廃棄物の出土割合が高いことからも、剥片石器の製作に関する石器資料が多いことが分かる。


しかし、大階段前の半地下式広場に相当する SR 区で剥片石器の製作が行われていたと推定する


よりも、半地下式広場を埋め立てる際に、造成土とともに埋められたと考えるほうが妥当である


と考えられる。 


 


 


  


 以上のことから、地区によって遺物資料の出土傾向が異なることが分かった。しかし、骨角貝


器および土製品資料においては地区によって遺物資料の出土傾向に変化はみられないことからも、


石器および金属製品資料における出土傾向の変化を反映したものととらえることができる。 


 そこで、次項では、土層の堆積状況が正確に把握できている場所で、時期的変遷が終えるか否


かを検証することにする。 


 


    


    


    


    


    


    


    


図 6-26：SR 区遺物出土割合（機能グループ別：全体）
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３３３３．．．．出土傾向出土傾向出土傾向出土傾向のののの時期変遷時期変遷時期変遷時期変遷    


 ここでは、土層の堆積状況が把握できている R区の半地下式方形広場西側で、時期的変遷が追


えるか否かを検証することとする。 


 Pasadizo西側としてまとめたこの地区から出土した遺物資料は 419点で、その内訳は石器資料


が 353点、骨角貝器資料が 53点、土製品資料が 11点、金属製品が 2点である。 


 Pasadizo 西側より出土遺物資料のなかでは、素材の出土割合が際立って高く、全体の 37％を


占めている。素材に分類しているものはほとんどが石器資料のタイプ分類 L16：剥片であり、骨


角貝器の素材は少ない。その次に出土割合が高い廃棄物は全体の 17％を占めており、全てが石器


資料のタイプ分類 L17：砕片である。このように、Pasadizo西側では剥片石器の製作に関する石


器資料の出土割合が非常に高い。しかし、この場で剥片石器が製作製作されたとは断定できず、


造成土とともに埋められた可能性も検討しなければならない。 


 全体に占める道具類の割合は 37％で、そのなかでは粉砕具の出土割合が 16％と一番高い。工


具および織具の出土割合はほぼ同じである。そのため、ここでは、粉砕具を使用する活動にやや


比重が置かれていたという可能性が考えられる。 


 特殊器具が出土していることから、儀礼に関する活動が行われていた可能性も考えられる。 


 


 


 図 6-28には Pasadizo西側より出土した遺物資料の出土点数の変遷を示している。横軸は出土


層位を、縦軸は出土点数を示しており、グラフの数字は各層位の出土点数である。このグラフよ


り、2aと 3a,3a-4aのあいだ、6a,6/6aと 7aのあいだ、7aと 8aのあいだに大きな変化がみられ


ることがわかる。 


 


図 6-27：R 区遺物出土割合(Pasadozo 西側全体） 
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 出土傾向に関しては、1a および 2a は出土量が極端に少ないものの、同様の出土傾向を示すと


いえる。3a,3a-4aと 4aで出土傾向に変化がみられ、4aになると粉砕具の出土割合が高くなり、


素材の出土割合が著しく減少する。 


 


 


 


 


 


図 6-28：Pasadizo 西側出土点数変遷 
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図 6-29：R 区遺物出土割合(機能グループ別：Pasadizo 西側：1a) 
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図 6-30：R 区遺物出土割合（機能グループ別：Pasadizo 西側：2a) 
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図 6-31：R 区遺物出土割合(機能グループ別：Pasadizo 西側：3a,3a-4a) 
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 4aと 5a,5a-7aのあいだでは、5a,5a-7a で織具の出土割合が減少するものの、出土傾向に大き


な差はみられない。5a,5a-7a と 6a のあいだでは出土傾向に変化がみられ、粉砕具の出土割合が


半減し、代わって織具の出土割合が極端に増加し、それほどではないが、素材の出土割合も増加


する。7aになるとまた出土傾向が変化し、素材の出土割合が倍以上になり、廃棄物の出土割合も


極端に増加する。8a では出土傾向に変化がみられ、工具の出土割合が増加する。しかし、7a ほ


どではないが、依然として素材および廃棄物の出土割合も高い。9aおよび 10aは同様の出土傾向


を示し、8aよりも素材および廃棄物の出土割合が減少する。 


 


 


図 6-32：R 区遺物出土割合(Pasadizo 西側：4a) 
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図 6-33：R 区遺物出土割合（機能グループ別：Pasadizo 西側：5a,5a-7a) 
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図 6-34：R 区遺物出土割合(機能グループ別：Pasadizo 西側：6a) 
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図 6-35：R 区遺物出土割合（機能グループ別：Pasadizo 西側：7a) 
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図 6-36：R 区遺物出土割合（機能グループ別：Pasadizo 西側：8a) 
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図 6-37：R 区遺物出土割合（機能グループ別：Pasadizo 西側：9a) 
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以上のことをまとめると、2a と 3a,3a-4a のあいだ、3a,3a-4a と 4a のあいだ、5a,5a-7a と


6a,6a/6aのあいだ、6a,6a/6aと 7aのあいだ、7aと 8aのあいだ、8aと 9aのあいだで変化がみ


られることがわかる。 


この結果は、土層断面図で確認できる変化とほぼ対応しているといえ、遺跡の形成、拡張、廃


棄という一連の動きと出土傾向の変化が連動している可能性が指摘できる。 


 


３３３３----４４４４．．．．小結小結小結小結    


 クントゥル・ワシ遺跡の南西テラスおよび第一テラスより出土した遺物資料の分析の結果、遺


物資料の大部分が粉砕具、工具、織具などの製品を製作するために用いられたと考えられる道具


類、製品素材、そして製作にともなう廃棄物であることがわかった。それと比較すると、装身具


および儀礼の際に用いられたであろう特殊器具などの工芸品が全体に占める割合は極めて低い。


このことから、当遺跡で何らかの製作活動が行われていた可能性は非常に高いといえる。 


 また、出土傾向の時期変遷より、遺跡の形成、拡張、廃棄という一連の動きと出土傾向が連動


している可能性も指摘された。つまり、このことは、当遺跡ではそれぞれ遺跡の形成、拡張、廃


棄に応じて製作活動が営まれていた可能性を示している。 


状況に応じて営まれていた製作活動を復元することは今後の課題としたい。 


    


    


図 6-38：R 区遺物出土割合(機能グループ別：Pasadizo 西側：10a) 
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